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ＰＯＳ端末保守用部品等の推奨保有期間 
 

ＰＯＳ端末（ＰＯＳターミナル、ＰＣ－ＰＯＳ等）の保守用部品等の推奨保有期間につ

いて、電子情報産業技術協会 流通ＰＯＳ端末専門委員会は、使用する部品が専用部品か

ら標準部品へと変化し、部品そのものの継続供給期間が短くなっているが、使用されてい

るお客様への保守対応を考慮し下記の様に推奨期間を定める。 
 なお、この推奨保有期間は、今後市場動向及び他の製品動向により、逐次見直しを行う

ものとする。 
 

記 
 
１．ＰＯＳ端末（ＰＯＳターミナル、ＰＣ－ＰＯＳ等）保守用部品等の推奨保有期間は、

当該製品の生産中止または販売中止後、最低５年間とする。（注１） 
 
 

注１：上記期間は、あくまで推奨期間であり、拘束力などはなく、販売者の 
保守サポート責任を免除するものではない。 

   ＰＯＳ端末供給ベンダー７社で構成する当委員会において、目安と 
なる期間を検討した結果である。 

 
 
２．推奨期間の根拠について 
 上記１項にて推奨期間を最低５年間とした根拠について以下に記載する。 
 
（１）減価償却期間の法定耐用年数について 
  ＰＯＳは「電子計算機」の「その他のもの※」と分類され、法定耐用年数は５年と 
  大蔵省令より定められている。 
  ※パーソナルコンピュータ以外を示している 
 
（２）保守対応期間アンケート結果 
  当委員会による２００６年度保守実態調査アンケートによると、「保守対応期間」の 

最低期間は【購入後５年】が１７％の回答結果となる。 
＜参考＞ 他の回答内訳は【製造終了後７年】が４２％、【決まっていない】が３３％ 
     【製造終了後６年】が８％ 

 
（３）ＰＣ－ＰＯＳ割合の増加 
  当委員会による自主統計結果において、２００６年度のＰＣ－ＰＯＳ出荷台数は 

ＰＯＳ全体に対し９１％に達しており、使用部品に供給サイクルの短いパソコンと 
共通の部材が存在しているのが現状である。 

 
以上 


